
 空には日々さまざまな種類の雲が浮かんでいます。これから迎える盛夏では、

青空にもくもく湧きあがる積乱雲が、まさに季節を代表する雲でしょう。 

 ところで、雲の分類はどのようになっているのでしょうか。 

 雲の種類は、発生高度と大まかな形から十種に分類されています。雲のでき

る対流圏を３層に分け、まず下層では積雲・積乱雲・層雲・層積雲に、中層で

は高積雲・高層雲・乱層雲に、そして上層は卷雲・巻積雲・巻層雲というふう

に分類しています。 

 出現高度はそれぞれ地表～２ｋｍ、２～７ｋｍ、５～１３ｋｍで、発生原因

はさまざまですが、名前のつけ方は一定のルールに従っています。 

 「積」「層」「乱」などの文字が使われていますが、これは形状と性質を現し

「積」は対流によって上方に伸びた様子を、「層」は広範囲に横に広がっている

様子を現しています。「乱」は雨をもたらす雲です。これらの文字から、その雲

の素性が分かり、例えば乱層雲なら温暖前線の接近時にみられる「中層に広が

った雨を降らせる雲」ということになります。また積乱雲なら、日中の日射な

どで激しい対流が起き「上方に発達した雨を降らせる雲」となります。 

 気象庁では、世界気象機関の定める分類により、この十種をさらに雲の状態

により各層で１０の型に分けて観測し、国際交換の資料として通報しています。

一例ですが「雲頂が明らかに巻雲状をなし、多くはかなとこ状を呈している積

乱雲のある状態」なら、下層雲の状態は９型の積乱雲ということになります。 

 空に浮かぶ雲を見る際、ここまで細かな事は必要ありませんが、意識して観

察していれば、十種類の雲の見分けもできるようになります。 

 突然の雷雨など、天気の急変を察知するためにも雲の観察は有効ですし、そ

の日朝に見た天気図と組み合わせれば、これから起きる現象の予測もつく場合

もあります。雲を知ることは、一番簡単な天気予報といえるかもしれません。 

 



 
 

 


